
76

研究要旨

研究目的
HIV 感染症の治療における近年の目覚ましい進

歩で HIV 感染症は慢性感染症としてウイルスを抑
制し、AIDS の発症を抑制できる出来る時代となっ
た。しかし、未だ体内からのウイルスの排除は困難
で生涯治療費も高額（生涯で約 1 ～ 2 億円）であり
感染者および国に与える影響は未だに軽視できない。
エイズ動向委員会の報告によれば、わが国の年間新
規 HIV 感染者および新規 AIDS 患者の報告数は合わ
せて、2007 年以降、およそ 1500 件台で推移してお
り、横ばい傾向にある。同様に、年間の新規 HIV 感
染者報告数と新規 AIDS 患者報告数の合計数に占め
る AIDS 患者の割合（いわゆる、いきなりエイズ率）

も約 3 割で、横ばい傾向で推移している。過去約 30
年間、一次予防・二次予防に関する様々な普及啓発
が行われてきたものの、感染防止・早期発見いずれ
の側面においても、この横ばい傾向を打開する事が
必要であり、そのための、有効な普及啓発手法の開
発の必要性が指摘されている。

本研究では、HIV 感染リスクが高く HIV 検査へ
の関心を持ちながらも顕在化しにくいターゲット層
に対して、ソーシャルマーケティング手法、および、
デジタルマーケティング（検索キーワード等によっ
て特定したターゲット特性に即した有効なメッセー
ジでアプローチする手法）で、SNS の中でも HIV 感
染ハイリスクと思われるセグメントにリーチ数が多

HIV 感染リスクが高く HIV 検査への関心を持ちながらも顕在化しにくいターゲット層に対して、ソーシャ
ルマーケティング手法、および、デジタルマーケティング（検索キーワード等によって特定したターゲット
の特性に有効なメッセージでアプローチする手法）で、今年度は、昨年度のパイロット試験でリーチ数が多
かった Twitter サイトを本研究班で開設した（https://twitter.com/osaka_hiv）。本実証実験は、平成 30 年
11 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで継続予定で、2 月 22 日現在で合計 54 投稿を発信し、Twitter による
広告出稿も併せて行なった。その結果、本研究班から発信した Twitter のサイトの広告がメッセージが表示
された回数であるインプレッション数は、6,219,827 件で、そのうち、HIV の検査に関する方法等のより詳
しい情報へのリンクのクリック累計は、28,313 件に達した。またフォローワー数は 1,589 人に達した。その
フォローワーは HIV 感染に関してハイリスクグループと考えられる対象者であることも推定された。また、
Twitter での情報発信、検査受検勧奨に加え、これまで見出してきたターゲッティング手法を駆使し、ゲイ
等のハイリスクグループへ Twitter 上で郵送無料検査のキャンペーンをバナー設置し、無料検査の申し込み
および検査実施の効果について検証を行い、Twitter による無料郵送検査による受検勧奨および受検実施が
確認された。一方、本来受検数の向上に関しては、今後、ブラッシュアップしていくことで高めていく必要
が確認された。

以上よりTwitterを用いた情報発信と郵送無料検査が効果的な手法のひとつとなり得ることが確認された。
今後は、フォローワーへの継続的な情報発信によって、必要者への HIV 検査受検勧奨や効果的な情報の拡散
の手法の開発を継続していかねばならない。

HIV 感染のハイリスクグループに対する啓発手法の開発と
効果の評価に関する研究

研究分担者：	江口　有一郎（佐賀大学医学部附属病院　肝疾患センター）
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かった Twitter を利用して、対象者の HIV 感染への
理解および検査の受検（予約）行動の促進効果を検
証する。

方 法　　
初年度 :

これまで利用した SNS のうち、HIV 感染ハイリ
スクと思われるセグメントにリーチ数が多かった
Twitter を利用
1. アカウントを研究班で作成して、定期発信（例年

12 月の世界エイズデーおよび AIDS 学会を意識し
た発信）（https://twitter.com/osaka_hiv）

2. 動画コンテンツとして動画投稿サイト最大の
YouTube に検査動画をアップ

3. バナーを貼って、誘導
4. 初年度は大阪府、2 年目は全国展開を想定し東京、

名古屋で実施、3 年目は郵送無料検査の利用促進
を検証した。
主な Twitter の活用イメージは以下に示す。

 メッセージの発信のプロセスとしては、web マー
ケティングで頻用される AISAS（attention-interest-
search-action-share）に沿って設計した。

全体像としては、既存の大阪府内の保健所のホー
ムページ（HP）やなんばサンサンサイトの検査予約
システムに至って、実際に予約に至るまでに、（1）
これまでの調査で明らかになった、ターゲット層で
ある MSM の日常のコミニュケーションツールであ
る twitter を用いて、web 広告として制作したメッ
セージをバナーとしてアレンジし、協力依頼した
web 広告発信機関からは、年齢や性別、居住地域と
いった情報に加え、個々人の SNS での過去の投稿や、
フォローしているアカウント（ゲイや LGBT などを
公表している芸能人、著名人など）、過去に閲覧し

たウェブサイトや参加しているコミュニティなどに
よる、配信ターゲットの絞り込みによって自動的に
バナー広告を発信した（Attention, A に相当）。そし
て（2）関心があれば、メッセージの内容や語調を 2
パターン作成した新たなホームページをランディン
グページ（LP）として作成し（Interest, I に相当）、
LP から大阪府内の検査所（保健所など）の検査機関
リストのページに移動し、最寄りの検査センターを
検索する（Search, S に相当）。さらに、実際に予約
に至るかの効果測定として、web 上で予約できるな
んばサンサンサイトの予約システムでの予約に至っ
たかどうかを調査した（Action, A に相当）。

概略図を以下に示す。

また、効果測定のための指標は下図に示す。

2 年目 :
昨年度までに実施してきた大阪地区での Web 検

査予約システムおよび SNS（Twitter）を利用した
HIV 検査の認知拡大並びに検査予約システムの活用
の全国展開として、Web 検査予約システム運用で実
績がある東京都および愛知県で実施するため、Web
検査予約システムへタグを設置し、Web サイトへ訪
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れたユーザーへ広告の配信を行う。
メッセージの発信のプロセスとしては、web マー

ケティングで頻用される AISAS（attention-interest-
search-action-share）に沿って設計した。

全体像としては、既存の検査センターの Web 検
査予約ホームページ（HP）で実際に予約に至るまで
に、（1）これまでの調査で明らかになった、ターゲッ
ト層である MSM の日常のコミニュケーションツー
ルである twitter を用いて、web 広告として制作し
たメッセージを自動的にバナー広告を発信した。

2 年目のデジタルマーケティング手法を用いた啓
発手法のポイントを示す（下図）。

概略図を以下に示す。

また、具体的なシステムを下図に示す。

3 年目 :
世界エイズデー（毎年 12 月 1 日）に合わせて、

ツイッターを利用する一般人のうち、MSM が所属
すると推測されるハッシュタグ（#lgbt、#gay、#
ゲイ等）を用いているユーザーに対して、無作為に

「HIV 無料郵送検査　応募受付中」バナーを配置し
た広告を発信する。希望者は自由意思で応募バナー
を押下し、応募画面に移行する。その後、同意画面
を経て、各個人が HIV 郵送検査キットを送付するた
めに必要な情報（氏名、住所、メールアドレス）を
入力して申し込みを行う。

無料検査に該当した者（以下、該当者）には（株）
アルバコーポレーションが運営する STD 研究所か
ら HIV 郵送検査キットが送付される。該当者は申込
書に自身で決めた ID とパスワードを記入し、専用
キットで自己採血して検査物と一緒に STD 研究所
に郵送する。匿名検査であり、STD 研究所は受検者
情報を取得しない。STD 研究所のウェブサイトから
検査結果が確認できるため、受検者は個人で ID と
パスワードを用いて結果を確認する。尚、取得した
個人情報は、検査結果と紐付けされることはなく、
郵送業務終了後に全て破棄される。

以下にフローを示す。
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結 果
1 年目 :

本研究班の Twitter サイト「大阪 HIV 検査 .jp」
（https://twitter.com/osaka_hiv）を平成 30 年 11 月
1 日に立ち上げ、平成 31 年 3 月 31 日まで継続予定
で、2 月 22 日現在、現在で合計 54 投稿を発信し、
Twitter による広告出稿も併せて行なった。また、
YouTube へ HIV 検査動画もアップロードし、一般
公開をしている（YouTube で「HIV 検査」で検索
可能））。平成 31 年 2 月 25 日現在で 4,792 回の再生
数を記録している。
（ht t p s : / /www . y ou t u b e . c om/wa t c h ? v= 

aTxQTyD8hig&t=1s）

本研究班から発信した Twitter のサイトの広告が
メッセージが表示された回数であるインプレッショ
ン数は、6,219,827 件で、フォローワー数は 1,589 人
に達した。そのフォローワーは HIV 感染に関してハ
イリスクグループと考えられる対象者であることも
推定された。またそのうち、HIV の検査に関する方
法等のより詳しい情報へのリンクのクリック累計は、
28,313 件に達した。

以下の表は、流入数を示す。広告出稿量が多かっ

た前年度と比較しても、大阪地域のページ流入数は増
加しており、SNS運用などの効果の一端と推測される。

大阪検査 .jp への流入属性は以下に示す通り、25
歳～ 44 歳が多い。

また、男女差は以下に示している通り、男性
51.3%、女性 48.7%であった。

 次に、広告配信の結果を示す。平成 29 年度の実
証実験に比べ、全体として広告効率指標 CTR、CVR
共に低下している。その原因として、同一ユーザー
への接触率が高まり情報伝達効率が減少している可
能性は否定できない。

また、クリエイティブスコア（それぞれのバナー
ごとの効果）は、以下に示す通り、平成 29 年度の
実証実験と同様に横長のバナーが効果的であった。
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ただし、平成 29 年度と比較し、クリック率（CTR）
が低下しており、原因として、同一ユーザーへの接
触のためのクリックの低下（広告摩耗）が生じてい
ると推察される。

 もっともエンゲージが高かったツイートは、12
月 5 日ツイートのエイズ予防財団のポスターをクリ
エイティブとして添付したツイートであった。

またターゲッティングにおける成果に関しても、
同様の広告摩耗の傾向があるが、一方、新規追加の
ターゲッティングでは、CTR はいずれも 0.5%を超
えており、良好な成果が観察された。

 さらに、HIV・エイズ自体の認知拡大 /HIV 検査
WEB ページの啓発を目的とし、1 か月に 15 投稿を
目標として関連 Topics の投稿を行った。

また、投稿へのフォロワーの特徴として、性差は
男性 73％、女性 27％。言語は 99％が日本語であった。

また、フォロワーの所在地域としては、関東と近
畿エリアの割合が多かった。

 一般と比較し、10％以上高い関心事としては、「宇
宙・天文学」、「テクノロジー情報」、「科学」、「ドロー
イング、スケッチ」、「ゲーム情報」、「映画・TV 鑑賞」、

「スポーツ」であった。
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 また、投稿へのフォロワーのテレビ番組のジャン
ルとしては、一般と比して、10％以上高いジャンル
は「青年向けアニメ」、「ニュース」、「情報番組・ワ
イドショー」、「ドキュメンタリー・専門番組」、「ミュー
ジック」、「クイズ番組」であることが示された。

フォローワーの中には、フォロー数が約 7800 名
を有する有名なユーザーがおり、そこからの拡散効
果も期待され、また、本研究班のサイトのリンクを
本文に貼ったツイート（メンション付きツイート）
もあり、一定の反響や SNS 特有の情報拡散効果も確
認された。またツイートに対するコメントは、一定
数の批判も見受けられるが真摯に受け取ったと考え
られるコメントや実際の治療薬に関する話題や HIV
に関する著名な基礎研究者などの名前も挙がるコメ
ントも見受けられた。

2 年目 :
Web 検査予約システムおよび SNS（Twitter）を

利用した HIV 検査の認知拡大並びに検査予約シス
テムの活用の全国展開として、Web 検査予約システ
ム運用で実績がある東京都および愛知県で実施する
ため、Web 検査予約システムへタグを設置し、Web

サイトへ訪れたユーザーへ広告の配信を行うために、
システム改修の協力承認を得て、令和元年 12 月から
の広告発信および Twitter での情報発信、検査受検
勧奨を行い、効果測定（広告や情報発信の到達人数
など）の準備を進めていたが、本情報発信の方法の
ひとつである cookie 情報の利活用についての調整が
予定した準備期間内には困難であることが判明した。
そこで、従来、進めてきた大阪地区の Twitter 利用
者のハンドルおよびキーワードでゲイまたは関連す
る興味を有する利用者向けにバナー広告を行った。 

「ターゲティング要素」に関連するキーワードを含
むツイートをしたひとにバナー広告を発信している。
要素としてそれぞれグループ分けがされており、例
えば「ゲイ」の要素内には、「ゲイ」「カミングアウト」

「ハッテン場」などのキーワード 50 ～ 60 種が含まれ
ている。それらのキーワードをツイートしたユーザー
を対象としてバナー広告を表示している。

デジタル経路での経路図と測定ポイントを以下に
示す。

本研究班から発信した Twitter のサイトの広告
がメッセージが表示された回数は、2019/12/27 ～
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2020/1/13 で 1,696,904 件でに達した。そのフォロー
ワーは HIV 感染に関してハイリスクグループと考え
られる対象者であることも推定された。またそのう
ち、HIV の検査に関する方法等のより詳しい情報へ
のリンクのクリック累計は、5,678 件に達した。

実際の結果を以下に示す。

 また、ターゲティング要素による効果を以下に示す。

3 年目 :
研究目的

HIV 感染症の治療における近年の目覚ましい進
歩で HIV 感染症は慢性感染症としてウイルスを抑
制し、AIDS の発症を抑制できる出来る時代となっ
た。しかし、未だ体内からのウイルスの排除は困難
で生涯治療費も高額（生涯で約 1 ～ 2 億円）であり
感染者および国に与える影響は未だに軽視できない。
エイズ動向委員会の報告によれば、わが国の年間新
規 HIV 感染者および新規 AIDS 患者の報告数は合わ
せて、2007 年以降、およそ 1500 件台で推移してお
り、横ばい傾向にある。同様に、年間の新規 HIV 感
染者報告数と新規 AIDS 患者報告数の合計数に占め
る AIDS 患者の割合（いわゆる、いきなりエイズ率）
も約 3 割で、横ばい傾向で推移している。過去約 30
年間、一次予防・二次予防に関する様々な普及啓発

が行われてきたものの、感染防止・早期発見いずれ
の側面においても、この横ばい傾向を打開する事が
必要であり、そのための、有効な普及啓発手法の開
発の必要性が指摘されている。

これまで、我々は、HIV 感染リスクが高く HIV
検査への関心を持ちながらも顕在化しにくいター
ゲット層に対して、ソーシャルマーケティング手
法、および、デジタルマーケティング（検索キー
ワード等によって特定したターゲット特性に即した
有効なメッセージでアプローチする手法）によって
Twitter による情報発信が有効で大阪地区、愛知県
の Twitter 利用者の中の対象者の HIV 検査の受検の
情報発信を行ってきたが、既存の検査センターにお
ける Web 申し込みを通じた検査受検へ至ることは出
来ていなかった。Web 予約による受検が至らなかっ
たことは、Web 予約システムよりは受検キャパシ
ティや改めて検査に行かねばならないという様々な
ハードルが存在することが推察された。そこで、今
年度は、Twitter での情報発信、検査受検勧奨に加え、
これまで見出してきたターゲッティング手法を駆使
し、ゲイ等のハイリスクグループへ Twitter 上で郵
送無料検査のキャンペーンをバナー設置し、無料検
査の申し込みおよび検査実施の効果について検証を
行った。

方 法　　
昨年度までに実施してきた SNS（Twitter）を利

用して、特にハッシュタグでゲイおよびゲイコミュ
ニティに関心があると推定されるターゲットに対
して、メッセージの発信プロセスとして web マー
ケティングで頻用される AISAS（attention-interest-
search-action-share）に沿って設計した。
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対象
対象者
・ツイッターを利用する一般人

選択基準
ツイッター利用者のうち、男性同性愛者（men 

who sex with men, 以下 MSM）であると高い確率で
推測されるハッシュタグ（#lgbt、#gay、# ゲイ等）
を用いている者

研究参加者への説明と同意
バナー広告を Glossom 社の自動 Web バナー広告

発信システムを用いて送付し、その本文内に下記の
内容について記載し十分に説明する。佐賀大学医学
部医の倫理審査委員会で承認されていることを明記
する。研究参加候補者には質問する機会、および同
意するかどうかを判断するための十分な時間を与え、
本研究の内容を良く理解したことを確認した上で、
自由意思による無料 HIV 検査への申し込みボタンの
押下によるオプトインによって同意を得る。
1) 調査研究の目的
2) 調査の方法
3）同意しなくても不利益がないこと、随時、同意の

撤回が可能なこと
4）個人情報の保護

研究実施
世界エイズデー（毎年 12 月 1 日）に合わせて、

ツイッターを利用する一般人のうち、MSM が所属
すると推測されるハッシュタグ（#lgbt、#gay、#
ゲイ等）を用いているユーザーに対して、無作為に

「HIV 無料郵送検査　応募受付中」バナーを配置し
た広告を発信する。希望者は自由意思で応募バナー
を押下し、応募画面に移行する。その後、同意画面
を経て、各個人が HIV 郵送検査キットを送付するた
めに必要な情報（氏名、住所、メールアドレス）を
入力して申し込みを行う。

無料検査に該当した者（以下、該当者）には（株）
アルバコーポレーションが運営する STD 研究所か
ら HIV 郵送検査キットが送付される。該当者は申込
書に自身で決めた ID とパスワードを記入し、専用
キットで自己採血して検査物と一緒に STD 研究所
に郵送する。匿名検査であり、STD 研究所は受検者
情報を取得しない。STD 研究所のウェブサイトから
検査結果が確認できるため、受検者は個人で ID と
パスワードを用いて結果を確認する。尚、取得した

個人情報は、検査結果と紐付けされることはなく、
郵送業務終了後に全て破棄される。

研究期間
承認後～令和 3 年 12 月 31 日

評価項目
ツイッターでダイレクトメールを発信した数、無

料検査への応募者数、実際の受検者数、および陽性
数から陽性率を算出し、例年の同時期の月平均 HIV
検査受検者数の状況と比較して評価する。

研究計画書からの逸脱の報告
研究責任（分担）医師は、研究計画書を遵守し、

倫理委員会の承認を得ること無く研究計画書からの
逸脱を行わない。

順守すべき諸規則
本研究は世界医師会ヘルシンキ宣言、人を対象と

する医学系研究に関する倫理指針を遵守して実施し
ている。研究責任（分担）医師は、人を対象とする
医学系研究に関する倫理指針に違反したことに気が
ついた場合、あるいは指摘された場合は、その内容
を速やかに倫理委員会に報告する。

研究計画書、同意説明文書の変更
研究責任（分担）医師は、研究計画書、同意説明

文書の改訂・変更が必要な場合は、その内容と理由
を倫理委員会に提出し、承認を得ることとする。倫
理委員会の承認を得るまでは、研究計画を変更して
の研究実施、変更された内容の同意説明は行わない。

研究参加者のプライバシー保護
無料検査キットの申し込みの際に取得した氏名・

住所については、アルバ社が厳重に管理し、検査結
果との紐付けはしない。また佐賀大学肝疾患センター
には情報が提供されることはなく、申込者数、受検
者数、陽性者数のみが提供される。研究参加者のプ
ライバシー保護については、佐賀大学肝疾患セン
ター、Glossom 社、アルバ社はいずれも以下の点を
徹底する。
1）研究参加者にかかわるデータ類および同意書等を

取扱う際は、研究参加者の秘密保護に十分注意す
る。

2）研究の結果を公表する際は、研究参加者を特定で
きる情報を含まないようにする。

3）研究の目的以外に、研究で得られた研究参加者の
データを使用しない。
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研究参加者の安全性、不利益に対する配慮
本研究は、ツイッターを利用した匿名での調査研

究であり、参加者の安全性を脅かすことや不利益を
与える可能性は限りなく低いと考えられる。

研究資金
本研究は、白阪琢磨を研究代表者とする厚生労働

行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策研究事業
「HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究
（H30- エイズ - 指定 -004）」の研究費の一部を用いて
行う。

利益の衝突（Conflict of interest）
本研究の利害関係が想定される企業・団体からの

経済的な利益やその他の関連する利益は受けていな
い。なお、利害の衝突に関しては、佐賀大学臨床研
究利益相反審査委員会で審査を受けた。

研究に関する資料の取り扱い
研究責任医師は、本研究の実施に係わる文書（申

請書類の控え、医学部長からの通知文書、各種申請書・
報告書の控、同意書等の控、その他データの信頼性
を保証するのに必要な書類または記録など）を保存
し、所定の期間（研究発表後 5 年あるいは研究修了
後 5 年の早い方）後に廃棄する。

既存の検査センターの Web 検査予約ホームペー
ジ（HP）で実際に予約に至るまでに、（1）これま
での調査で明らかになった、ターゲット層である
MSM の日常のコミニュケーションツールである
twitter を用いて、web 広告として制作したメッセー
ジを自動的にバナー広告を発信した。

概要を以下に示す。

研究ステップを以下に示す。ステップは、1）
Twitter を用いた無料郵送検査キャンペーンの拡散、

2）無料郵送検査のキャンペーン応募バナーをクリッ
クした者からの当選者選定と当選通知、検査申し込
みサイトへの誘導。3）申込者による検査実施、つま
り検査キット申し込み、郵送による検体送付、検査
実施、検査結果の Web による通知、申込者による
検査結果の確認、アンケート、である。

Step1 を以下に示す。

申し込み者の端末（多くはスマートフォン）は以
下となる。

Step2 を以下に示す。
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また、検査実施後に行ったアンケートは以下であ
る。

結 果
結果として 200 名の無料検査当選通知に対して、

10％である 20 名が検査申し込みおよび検体送付し、
検査を実施した。陽性／陰性については 20 名全員が
陰性であった。また 20 名全員がうち、90％の 18 名
が検査結果の確認をしていることが明らかになった。

まず Twitter キャンペーンの結果は以下である。

200 名に対しての当選結果の送付から申し込みお
よび検査結果までの推移は以下となった。

実際に検査を申し込み、送付があった 20 名の構
成は以下であった。

20 名のうち、2 名（10％）は、検査結果の確認依
頼の通知を送付しても 14 日間以降に結果を確認し
た。

またキャンペーンに対する反応は以下であった。

さらに当選通知のダイレクトメッセージに対して
の反応は以下であった。
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考 察　　
初年度は、我々がこれまで明らかにしてきた効果

的メッセージ案を具体的な啓発資材に落とし込むと
ともに、関西地区における介入を実施して、その効
果検証を行った。デジタルを活用することで“MSM”
や“HIV に関心がある人”といった通常特定するの
が困難なターゲットを推定し啓発を行うことが可能
となった（特に、啓発イベントなどにこない潜在層
にもリーチが可能）。ターゲットに「リスティング広
告をクリックさせ」（≒郵送の受診勧奨においては“封
筒を開かせる”ことに該当）、ターゲットに「啓発ペー
ジを訪問させる（＝メッセージを見せる）」のにかかっ
たコストは約 37 ～ 49 円と、郵送費と比較しても安
価であった。

デジタル・マーケティングは、HIV をはじめとす
る性感染症など、ポピュレーションの中でハイリス
ク層の偏りがあり、かつその特定が困難なターゲッ
トへの啓発に適した手法であると考えられる。ター
ゲットの絞りこみロジックや、使用するリスティン
グ広告などを、運用の中でより効果の高いパターン
に寄せていくことで、より効果的なコミュニケーショ
ンの構築が可能となる。今回の仕組みには組み込ま
れていないが、デジタルにおいては、特定のウェブ
サイトを訪問したユーザーを対象にリターゲティン
グ（それらのユーザーに集中的に再度マーケティン
グを行うこと）が可能であり、以下のような啓発も
可能である。一方、今回のフローにおける検査予約
に関しては、昨年度の実証実験と同様にゼロ件であ
り、予約枠の問題や情報はインプットさせることに
は成功したものの、そのまま検査予約まで至らせる
ことには難しさがあることが明らかになった。した
がって、今後は、自宅での郵送検査などの申し込み
や郵送キット検査サイトなどの申し込みを LP とし

たフローも検証していく必要があると考えられた。
2 年目の得られた結果の解釈としては、コンバー

ジョン率について、一昨年度、昨年度と比較し、さ
らに 0.2%ほどの低下（直線的な低下）があるのは、
同じひとに届いて斬新性がないこと、期間によって
も配信効果は変動があり、特にセンシティブな内容
になるため世間の情勢によっての変化もありうる。

CTR が 0.33％あるということは、新規または関心
層が少なくはないと考えられる。また、配信ユーザー
を増やす事で新規のユーザーへ認知 / 行動をさせる
ことが上がる可能性がある。今後、可能な展開とし
ては、現時点で可能であれば、リテンション広告の
実施が可能である。具体的には、広告を見たユーザー
が、クリックし施設一覧ページまで見ているが施設
への予約をしていない方を対象にした人への広告を
実施することが可能である。それにより、興味を持っ
ているにも関わらず、予約までは至っていないので、
再度広告を表示する事で、新規のユーザーよりも施
設予約 / 訪問につながることが考えられる。

最終年度は、Twitter を用いた「抽選方式の無料
郵送検査」は、Twitter の情報拡散によって、ある
一定のターゲット層には啓発および情報を届けるこ
とができることが明らかになった。一方、Twitter
には様々なユーザーがおり、「抽選方式」による適切
なターゲットの抽出には、課題があることが判明し
た。これは、現在、広く行われている Web マーケティ
ングの限界として、Web マーケティングの分野にお
いても技術革新が進められている。

また、Twitter ユーザーには、常に膨大な情報を
受け取っており、当選画面の見落としや応募した時
の「意欲」が当選連絡時には変容する等、当選通知
後の無料検査申し込み者数の低下が約 1 ／ 3 に低下
するといった課題として明らかになった。これも、
Web マーケティングの限界である。

さらに、無料郵送検査申し込みサイトに来訪後も、
検査申し込み者数は約 1 ／ 3 に減少しており、個人
情報についての不安等での申し込み中止等の理由が
考えられるが、新たな課題が判明した。

200 名の無料検査当選通知に対して、10％である
20 名が検査申し込みおよび検体送付し、検査を実施
した。陽性／陰性については 20 名全員が陰性であっ
た。また 20 名全員のうち、90％の 18 名が検査結果
の確認をしていることが明らかになったことから、
そのアウトプットを再検討することで定常的な数値
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と確認されれば、適切なターゲッティングのための
精度をあげる課題もあるが、当選者をより多く、選
定することで、その「10％」が受検することでのデ
ザイン設計を行うことも可能である。また、バナー
広告のブラッシュアップ、当選通知方法から申し込
みへの工夫など、今後もシステムの再考により、適
切なターゲットへの検査実施数の増加は見込めると
考えられる。

結 論　
ソーシャルマーケティング手法に基づき、検討・

開発を行った HIV 感染のハイリスクグループに対す
る啓発メッセージを web マーケティング、特に研究
班として Twitter を立ち上げ、実際に運用を開始し、
検査に関する情報発信の成果、郵送無料検査の効果
を確認することができた。今後、実施数の増加のた
めの方策を明らかにしていく必要がある。

健康危険情報　
該当なし

研究発表
該当なし

知的財産権の出願・取得状況　（予定を含む） 
該当なし

参考文献・資料

1）Kotler P, Lee NR. Social Marketing: Influencing 
Behaviors for Good. Sage Publications; 2008.

 


